
■人人事事公公募募

大阪大学レーザー科学研究所 

．職 名：助教（テニュアトラック教員）

．募集人数： 名

．所 属：レーザー科学研究所（附属マトリクス共創

推進センター）

．勤務場所：吹田キャンパス

（大阪府吹田市山田丘 − ）

．専門分野：プラズマ科学，核融合学，計算科学，量

子ビーム科学，物質・材料科学など

．職務内容：

・上記の分野における学際的な研究・教育に関わる業務

・研究科の協力講座所属大学院生

・学部学生に対する教育・研究指導・研究所内の運営

に関わる業務

．応募資格

必須条件 ：

・博士の学位を取得または採用日までに取得見込みを

含む．

・上記の専門分野において優れた業績を有すること．

・熱意をもって，研究科の専攻ならびに学科の教育・

研究指導を日本語または英語で遂行できること．

望ましい条件

学部学生及び大学院生の指導経験を有すること

．採用日： 年 月 日（以降できるだけ早い日）

．契約期間：当初任期 年

※雇用契約期間満了後，業務の継続状況および勤務評

価などの審査により更新の可能性あり（「 国立大学法

人大阪大学有期雇用教職員等の契約期間に関する規

程」に基づく）

※原則として任期終了の か月前までにテニュア獲得

にかかる審査を実施し，優秀と認められた場合は，任

期の定めのない教員となります．前述の審査において

必要と認められるときは，再任（任期最長 年・ 回限

り）することができます．再任の場合は，次の任期終

了の か月前までに再度審査を実施し，優秀と認めら

れた場合は任期の定めのない教員となります．

．試用期間： か月

．勤務形態：

「 国立大学法人大阪大学任期付教職員の労働時間，

休日及び休暇等に関する規程」による．

※同意に基づき，専門業務型裁量労働制適用（みなし

労働時間： 日 時間）

．給与及び手当：

「 国立大学法人大阪大学任期付新年俸制教職員給

与規程」による．

．社会保険等：国家公務員共済組合，雇用保険，労働者

災害補償保険に加入

．応募書類：

応募書類は英語または日本語で記述のこと．

)履歴書（写真貼付）

※以下のサイトより，応募用履歴書「教育研究系職用」

をダウンロードしてお使いください．

)研究業績目録（審査付き原著論文，国際会議論文，

著書，総説・解説，特許，その他）

)主要論文別刷り（ 編以内，コピー可）

)受賞歴

)これまでの研究・教育業績の概要（ 用紙で 枚程

度）

)着任後の研究・教育活動の計画と抱負（ 用紙で

枚程度）

)科研費等の外部資金の獲得状況（代表者あるいは分

担者を明記）

)その他の特記事項（国内外での学会活動，社会活動，

産学官連携など）

)推薦書（ 名，推薦者より直接下記アドレスに送付

すること）

※なお，応募書類による個人情報は，採用者の選考及

び採用後の人事等の手続きを行う目的で利用するもの

であり，第三者に開示いたしません．

．送付及び問合せ先：

応募書類を添付の上，下記の アドレスまで送付

ください．

※件名を「マトリクス共創推進センター 助教 応募」

とすること

※添付ファイルは つの ファイルにまとめてくだ

さい

※文字化けしないように十分ご注意ください．

※添付ファイルにはセキュリティ対策を十分に施した

うえで添付ファイルを送付すること

※メール添付での送付ができない場合は下記問い合わ

せ先に連絡すること

【問合せ先】

大阪大学レーザー科学研究所 副所長・教授 重森 啓介

．応募期限： 年 月 日（火）必着 ※日本時間

．選考方法：

書類審査を行ったのち，面接審査を行います．面接審

査の案内は書類審査通過者にのみ応募期限から か月

以内に行います．

※面接のための旅費及び宿泊費等は応募者の負担とし

ます．海外在住の方には，オンラインでの面接が可能

です．

※書類審査不合格の連絡はいたしませんので，ご了承

ください．

．その他：

上記の他の労働条件については国立大学法人大阪大学

教職員就業規則等によります．

以上の労働条件等については，本採用情報掲載時点の

ものであり，変更の可能性があります．また，採用後，

所属，勤務場所及び職務内容については，本学が定め

る範囲内で変更する可 能性があります．

安全保障輸出管理に係る「みなし輸出」については国

立大学法人大阪大学安全保障輸出管理規程等によりま

す．

※女性研究者の積極的な応募を歓迎します．

※大阪大学は男女共同参画を推進し，女性教職員のた

めの様々な支援を実施しています．

※敷地内原則禁煙

．募集者：国立大学法人大阪大学

．会期： 年 月 日（木）～ 日（金）

．会場：青森県八戸市公民館

．講演者の資格

主催学会（プラズマ・核融合学会・日本原子力学会）

ならびに協賛学協会の会員（詳細は 参照）．

．一般講演の制限

一般講演は代表として一人一件に限ります．ただし，

招待講演，特別講演，およびシンポジウム講演に関して

は，発表件数制限はありません．

．一般講演の発表形式：ポスター発表

発表言語：日本語，または英語

発表資料および講演予稿：日本語または英語

．講演募集分野

連合講演会の趣旨にそったもので，以下に記す分野に

おいて最近行われた研究の紹介，トピックスのミニレ

ビューなど，学術的に価値のあるものに限ります．

一般講演募集分野：

炉設計， マグネット， ブランケット， ダイバー

タ， 加熱・電流駆動システム， 炉心プラズマ， 核

融合燃料システム， 炉材料と規格基準策定， 安全性

と安全研究， 稼働率と保守性， 計測・制御， レー

ザー方式の研究開発， 社会経済研究・社会連携の推進，

プラズマ基礎・応用， 核融合中性子源， その他

関連研究

．講演申込期限

● 一般講演申込は，原則として 受け付けます．【

講演申込記入上の注意】に従って，期限までに申し込

んでください．

● での申し込みは上記期限を過ぎますとアクセスで

きなくなりますのでご注意ください．

● 登録が受け付けられると，登録完了画面が表示さ
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第 回核融合エネルギー連合講演会

－核融合エネルギー産業の創出に向けて－

一般講演（ポスター発表）募集

昨今，地球温暖化に伴う世界的規模での異常気象の頻発を鑑み，脱炭素社会実現による地球温暖化回避が国連気候

変動枠組み条約締結国会議を中心に提唱されております．核融合を用いて発電するフュージョンエネルギーは次世代

のエネルギー源として世界的規模で大きく注目されています．米国や英国においては，地球温暖化対策やそれに伴う

新たな産業創出の観点から，多くのベンチャー企業が立ち上がり，民間投資による核融合開発が活発に実施されてお

ります．また，日本においても，令和 年 月に政府が主導した有識者会議が立ち上がり，エネルギー安全保障及び

経済安全保障の観点から，人類の永続的な繁栄につながるエネルギーの安定供給やフュージョンエネルギーを起点と

した新たな産業創出に関するイノベーション戦略が令和 年 月に策定されています．

我々核融合コミュニティは，次世代のクリーンエネルギー源としてのフュージョンエネルギーの早期実用化を使命

とし，研究開発活動を強く推し進めています．核融合実験炉 では，ファーストプラズマに向けて，現地の整備及

び機器の製作や組み立てが着実に進展しております．並行して， と日本とで進められている幅広いアプローチ活動

においては，量子科学技術研究開発機構にて補修作業を終了した が， 年 月から統合試験を再開し，同

年 月に，初トカマクプラズマを達成したところです．また，材料開発のための加速器イオン源においては，イオン

源（入射器）で要求を超える性能を達成する等，開発は着実に進展しています．加えて，核融合科学研究所において

は，核融合科学の学術研究を大きく進展させる体制を整えるとともに，大阪大学でも慣性核融合装置

レーザーを用い，効率的な核融合点火をめざした研究が進められています．これらの開発に加えて，民間投資による

ベンチャー企業が設立され，核融合の開発研究を活発に進めるとともに，核融合発の技術を他分野の産業に社会実装

するためのベンチャーも立ち上がっております．

このような核融合開発の大きな節目において，第 回核融合エネルギー連合講演会を， 社プラズマ・核融合学会

と 社日本原子力学会との共同主催の下，関連学協会の協賛及び後援を得て，下記の要領で開催いたします．本講演会

は，脱炭素社会を見据えたフュージョンエネルギー実現に向けて加速する研究開発成果の発表・議論と共に，核融合

研究の拡がりについて広範な議論を展開する貴重な機会となっております．多数の皆様のご参加を得て，活気ある討

論を展開したく，多くの方々のご参加をお願い申し上げます．

組織委員長 安藤 晃（プラズマ・核融合学会会長）

による受付締切： 年 月 日(月)昼
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れ，受付番号を記載した電子メールが連絡代表者に送

られます．この電子メールが届かない場合は正常に登

録されていないことが考えられますので，その場合に

は 月 日（水）までに必ず事務局までご連絡くださ

い．

● 発表の可否，講演番号は 月中旬，電子メールでお知

らせします．

● 講演申込で登録された登壇者名，講演題目がそのまま

プログラムに記載されます．受付・締切後はこれらの

項目の変更は認められません．

● やむを得ず当日に講演できなくなった場合には，速や

かに事務局に連絡してください．

．ポストデッドライン（ ）講演

● 講演申し込み締切後に，有意義でかつ緊急に発表する

価値があると認められる結果が得られた場合には，ポ

ストデッドライン講演として申し込むことができます．

● ページでの指示に従い， 月 日（月）～ 月

日（金） 時までに事務局まで所定の内容を電子メー

ルで送信してください．

● 申し込み内容は事前に審査され， 月 日（金）まで

に採択結果を通知します．

● 審査の結果，発表が認められない場合もあります．

● 若手優秀発表賞の対象にはなりません．

．講演予稿集について

● ページ掲載の【予稿原稿作成上の注意】に従って，

必ず期限までに予稿原稿を提出してください．

● 提出期限後においては，すでに提出された予稿原稿の

内容書き換えあるいは掲載取り下げは認められせん．

● 月 日（金）以降に全ての予稿を ページ上で公

開いたします．ただし，予稿を閲覧する際には参加事

前登録の返信メールでお知らせするパスワードの入力

が必要です．

● 予稿は冊子体では配布いたしません．予稿は ペー

ジから，必要に応じてダウンロードするなどしてご利

用ください．

● 今回，プログラム冊子は印刷配布いたしません．必要

な情報は各自でダウンロードするなどしてください．

．参加費

● 参加費は，主催学会ならびに協賛学協会の正会員

円，非会員 円，学生会員 円，学生非会員

円です．

●いったん払い込まれた参加費は返金いたしません．

●ウクライナ情勢に関する輸出禁止措置等（対ロシア等

制裁）＊の取引先に該当する場合，本年会への参加はで

きません．
＊

．若手優秀発表賞

本講演会で大変優秀な発表を行った若手（博士の学位

取得後 年以内，学部卒業後 年以内もしくは，学生の

方が対象）のかたがたに，若手優秀発表賞を授与いたし

ます．受賞者には，講演会最終日の閉会式にて，表彰式

を行います．

●若手優秀賞候補者として申請を予定されている方は，

一般講演申し込みの際に，申請用フォーマットへの入

力も必要です．

●申請用フォーマットには以下の項目を入力します．

研究の背景と目的：研究の動機や目的について，国

内外の関連する研究動向を踏まえて記述してくださ

い．

研究の意義・新規性：当該分野における研究の意

義・重要性，およびこの研究の新規性や独創性につ

いて説明してください．

研究成果の概要：この研究の成果の概要，あるいは

期待される成果について説明してください．

●詳しくは ページをご覧ください．

．懇親会

講演会初日， 月 日（木）夕刻，懇親会を行います．

お誘い合わせの上，ご参加いただきますようご案内申し

上げます．詳しくは ページをご覧ください．

．連絡先

第 回核融合エネルギー連合講演

（プラズマ・核融合学会事務局内）

＊最新の情報は講演会 ページにてご確認ください

による講演予稿原稿提出期限：

年 月 日(金)

本本会会記記事事

■■広広報報委委員員会会だだよよりり  

第 回「おもしろ科学教室」（名古屋大学）

での出展

（令和 ）年 月 日月，名古屋大学において小

学生を対象とした「おもしろ科学教室」が開催されまし

た．このイベントは，本学会を含む つの学会，大学及

び協会等，あわせて 団体が共催の形で毎年実施してお

り，今年で 回目を迎えました．規模を抑えつつもコロ

ナ禍以前と同様な形態で，各団体がそれぞれの分野を子

供たちにわかりやすく伝えられるように工夫を凝らした

講演会，工作教室，ブース展示を行いました．当日は，

約 人の親子連れが来場し，子供たちは講演を聞いた

り，科学工作をしたりする合間に，興味をもった展示ブー

スに立ち寄って，楽しんでいました．日本アマチュア無

線連盟によるアマチュア無線の交信体験や豊田工業高騰

専門学校によるサッカーロボットなどの展示もあり，子

供たちの関心を集めていました．

本学会では，プラズマと核融合に関連した科学技術を

紹介，体験するブースとして，プラズマボールや電子レ

ンジを用いた「プラズマ放電実験」，真空度を変化させて

放電させる「注射器型放電実験」，超伝導体を使った「磁

気浮上列車」の展示を行い，プラズマおよび核融合につ

いてのクイズコーナーを設置しました．

当展示を見に来てくれた子供たちは，プラズマボール

の中の揺らめく光の筋が，自分の差し出す手に集まって

くる様子を見て楽しんでいました．また，ネオンを詰め

た放電管が電子レンジの中で鮮烈な赤い色を放つ様子に

歓声を上げていました．注射器型の放電実験装置では，

圧力を下げて放電を開始させるために，がんばってピス

トンを引く姿が見られました．磁気浮上列車の展示では，

さかさまになっても落ちずに素早くレールの上を列車が

走る様子を不思議そうに，また真剣な表情で観察してい

ました．このような展示を通して，まずは不思議だなと

興味を持って，子供たちがいろいろな視点から考えるきっ

かけにしていただければと思っております．

本イベントには，広報委員会から大野哲靖（名大），兒

玉了祐（阪大），田中宏彦（名大），中村圭司（中部大），

吉沼幹朗（核融合研）と事務局から杉山恵子が参加しま

した．このように，広報委員会では，広く社会に向けた

情報発信をめざし活動を行っています．広報活動に関す

るご意見や新しい展示物の案をお持ちの方がいらっしゃ

れば，ぜひ委員会までお寄せください．

今回の出展にあたり，愛知工業大学高井吉明先生はじ

め実行スタッフの方々には大変お世話になりました．ま

た，展示物については，核融合科学研究所様よりご提供

いただきました．ご協力に感謝申し上げます．

（広報委員会）

このガスは何色に光るのかな？（電子レンジを用いたプラ

ズマ放電実験）． 

プラズマボールに蛍光灯を近づけたら光ったよ（プラズマ

放電実験）． 

列車が浮いたよ．逆さまにしても落ちない！ 

（超伝導体を使った磁気浮上列車）． 
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